
(1)業務画面にて申請データを入力し、「送信」ボタンをクリック。
(2)パッケージソフトにて入力内容のチェックを行い。異常があった場合はエラーダイアログが表示される。
画面１　NACCS業務画面　：　「VBX　船舶基本情報登録」画面

(3)問題がなければ、NACCSサーバへデータ送信が行われ入力内容のチェックを行う。異常があった場合は業務メッセージ欄にエラー内容が表示される。
画面２　NACCS業務画面　：　「VCA　船会社受委託関係情報登録」画面

①：未入力の状態で送信ボタンを押下する

②：サーバへの送信前に、エラーメッセージが出る。
（必須項目が未入力であることについて）

≪参考≫
エラー箇所は色が黄色になる。

≪参考≫
エラー表示は１項目ごと。
この場合であれば、次は船名の必須項目エラーが出る。

≪参考≫
NACCSサーバでのチェック内容は
入力項目ガイドに表示される。

③：NACCSサーバでのチェック結果が表示される。
（同時入力不可項目に対する入力について）

≪参考≫
エラーは同時に５件まで表示される。
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(4)問題がなければ、港湾EDIシステムサーバへデータ送信が行われ入力内容のチェックを行う。
　チェックした結果、および港湾EDIシステムのデータベースに登録されたか否かについて、受信ボックスに処理状況通知（格納通知）電文が格納される。（※２）
（※２）受信電文通知設定：電文を受信した際に、利用者にその旨をメッセージダイアログ及び音で通知する機能がある。
画面３　NACCSメイン画面　：　受信ボックス

(5)受信ボックスの状況確認通知をダブルクリックすると、内容が表示される。

画面４　NACCS帳票　：　「状況確認通知」

⑥：チェックを行った結果、エラーがあればその内容を表示する。

≪参考≫
エラーは同時に１０件まで表示される。

⑤：システムで取得した番号などが表示される。

④：港湾EDIシステムでの処理結果が格納される。

（重要）
港長、海上交通センター、海上保安部署、検疫所、地方運輸局、港湾管理
者への申請情報の送信を行った場合、必ず即時電文取り出しをクリックし、
エラーの有無を確認する。

DELIVERED　→　正常送信完了
ERROR　→　港湾関連業務コード③処理結果コードを参照し、エラー項目を
修正後、再度送信を行う。
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(1)パッケージソフトの業務メニューにおける「入出港・とん税関係業務」「海上関係業務」内の「JSS 申請状態確認」テンプレートを開く。

画面１　NACCSメイン画面　（業務メニューの選択）

業務メニュータブから
JSS 申請状態確認業務を選択する。
（デモ版のため本業務は無し。）
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(2)検索条件を入力し、送信する。
画面２　NACCS業務画面　：　「JSS　申請状態確認」検索画面

(3)照会結果電文を受信し、照会結果が一覧で表示される。
画面３　NACCS業務画面　：　「JSS　申請状態確認」ステータス照会結果一覧画面
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(4)検索結果一覧から詳細を確認したい情報の受付番号をコピーし、以下の操作を行うことで、検索結果として詳細情報が表示される。
(4-1)「XXX ○○呼出し」業務を用いて検索する。
＜サーバのデータから、外航船は委託関係を踏まえた範囲の情報を、内航船は自身の情報を呼び出せる。＞
画面４　NACCS業務画面　：　「VPT11　入港前統一申請B呼出し」画面01

画面５　NACCS業務画面　：　「VPT11　入港前統一申請B呼出し」画面02

呼出しに成功すると、これらの入力項目に
前回申請した値が入った状態で表示される。

検索結果一覧から
確認したい情報の受付番号をコピーし、貼り付ける。

≪参考≫
外航船業務では委託関係のチェックを行っている。
内航船業務では自身の情報のみ呼び出せる。
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